
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤間地区コミュニティだより 

わ わ わ 

－１－ 

第１４３号 
平成２８年６月１日 

発  行 
赤間地区コミュニティ 

運営協議会（事務局） 
 ＴＥＬ：0940‐39-7051 
 ＦＡＸ：0940-39-7052 

HP：http://wawawa.org 
FB：てくてく。赤間 

コミュニティ 

  総 会 

（後列） 
山下真  林純男  光嶋博之  神谷正和  栗田廣和   長尾洋二    八窪達也    松元瞳 
(青少年育成  (会計)  (健康福祉   (地域環境    (会計監査)   (観光事業委員会 (公民館活動  (男女共同参画  

     部会長)           部会長)     部会長)                  代表)      部会長)    部会長)                     

（前列） 
 下田豊文 谷口初代 飛鷹修 石松洋一 齋藤鉄雄 宮本秀臣  （後列）徳永郁子 
  (事務局長)  (副会長)  (会長)  (副会長)   (副会長)   (区長会代表)        (会計監査)     

 

今
年
度
は
、
新
任
７
人
、

再
任
８
人
で
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

計
画
な
ら
び
に
予
算
計
画
な
ど
を
提
案
し
、
28

年
度
の
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。 

 

27
年
度
は
「
赤
間
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

の
再
検
討
結
果
に
基
づ
い
て
事
業
計
画
を
策
定

し
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
環
境
づ
く
り
や
、

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。 

 

全
体
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
文
化
祭
と
赤
間

宿
ま
つ
り
に
加
え
て
、
第
19
回
目
の
九
州
大
道

芸
ま
つ
り
を
開
催
し
、
地
域
世
代
間
の
交
流
を

推
進
し
ま
し
た
。 

 

街
道
の
駅
赤
馬
館
は
、
平
成
26
年
11
月
に
誕

生
し
東
部
観
光
情
報
の
発
信
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
２
年
目
を
迎
え
た
赤
馬
館
は
、
27
年
度

に
掲
げ
た
目
標
を
達
成
し
赤
間
宿
通
り
の
活
性

化
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。 

 

28
年
度
の
検
討
課
題
は
、
学
童
保
育
の
取
り

組
み
と
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
導
入
で
す
。 

 

学
童
保
育
の
取
り
組
み
は
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
は
地
域
で
育
て
る
の
が
基
本
で
す
。
保
護

者
会
・
学
童
保
育
の
指
導
者
・
学
識
経
験
者
な

ど
の
方
々
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
検
討
委

員
会
を
設
置
し
方
針
を
決
め
ま
す
。 

 
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
は
、
都
会
か
ら
若

者
が
地
方
に
移
住
し
、
地
域
の
問
題
解
決
や
地

域
の
活
性
化
の
取
り
組
み
を
行
う
も
の
で
、
最

長
３
年
間
は
国
の
支
援
を
受
け
て
活
動
す
る
総

務
省
の
モ
デ
ル
事
業
で
す
。 

 

こ
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
導
入
し
、

赤
間
宿
通
り
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。 

 

28
年
度
は
、
地
域
の
皆
様
方
の
力
を
借
り

て
、
誰
も
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 
 

 

※
２
面
に
、
承
認
さ
れ
た
平
成
28
年
度
予
算
・
事
業
計
画

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
（
総
会
議
案
書
か
ら
抜
粋
） 

 

な
お
、
総
会
資
料
な
ど
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
お
気

軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

平
成
28
年
度
定
期
総
会
は
、
代
議
員
・

運
営
委
員
・
役
員
を
含
め
１
１
７
人
が
出

席
し
、
27
年
度
の
報
告
と
28
年
度
の
事
業

 

赤
間
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
協
議
会
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

５月１５日（日） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２－ 

１．各種の事業やイベントを通じ地域・世代間の

交流を推進します 
  

・文化祭、秋のまつり、赤間宿まつりに関しては早期

に統合的な実行委員会を立ち上げて、地域や小中学

校との連携のあり方、関係者の負担の軽減、まつり

の目的と内容等、全体的な見直しを図ります 

 ・公民館活動部会主催のスポーツイベントを通して、自

治区間、世代間交流を推進します 

２．地域の環境保全と共に安全・安心のための防

犯・防災を進め、あわせてまちのにぎわいづ

くりを推進します  

３．青少年の健全育成活動を推進します 

  

４．健康寿命を延ばし、生きがいのあるまちづく

りを推進します  

５．男女共同参画社会の実現を推進します 

  

６．赤馬館の観光事業を推進します 

７．市民活動団体との連携を推進します 

８．学童保育所への取り組みについて検討します 

①文化祭  ②秋のまつり  ③赤間宿まつり 

④ゴルフ大会、新春のつどい 

①自主防災訓練  ②防犯・防災活動  

③環境保全・美化活動   

④赤間宿通り活性化推進協議会との連携 

①子どもリーダー育成事業 

②子ども会交流会 

①認知症予防事業  

②健康スポーツ de ハッピー事業 

①啓蒙・啓発活動 

②家庭で、地域で、職場で実践 

①４コミュニティ連携事業による観光情報発信

機能の強化 

②地域おこし協力隊導入検討 

①赤間サポート隊  ②赤間にぎわしたい 

③赤間宿通り活性化推進協議会 ④他市民活動団体 

①実現可能性調査のための検討委員会を設置 

費　目 費　目

１．繰越金 1,394,188 4% １．繰越金 -228,498 -1%

２．市委託料 9,871,589 25% ２．施設運営管理委託料 12,000,000 68%

３．使用料収入 3,850,000 10% ３．企画業務委託料 2,160,000 12%

４．文書作成費 850,000 2% ４．その他市委託業務料 0 0%

５．雑収入 527,000 1% ５．事業収入 3,655,000 20%

６．市補助金 18,745,000 48% ６．雑収入 100,000 1%

７．自治区負担金 2,667,960 7% 合　計 17,686,502 100%

８．事業収入 598,000 2%

９．受益者負担金 436,000 1%

合　計 38,939,737 100%

費　目 費　目

１．管理費 25,001,440 67% １．管理費 11,489,500 65%

２．コミュニティ活動費 4,739,000 13% ２．広告宣伝費 1,000,000 5%

３．委託業務費 100,720 0% ３．事業費 5,240,000 30%

４．団体補助金 1,407,000 4% ４．予備費 0 0%

５．事業補助金 5,444,000 14% ５．特別積立金 0 0%

６．租税公課 648,000 2% 合　計 17,729,500 100%

７．引当金 0 0%

８．予備費 140,000 0% 当年度収支 185,500

合　計 37,480,160 100%

当年度収支 65,389

28年度予算額

（単位：円）

（単位：円）

28年度予算額

28年度予算額

28年度予算額

（単位：円）

（単位：円）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊パソコン教室は、都合によりお休みさせていただきます。 

＊6 月の「包丁の研ぎ方」は、お休みです。 

＊予約制ですので前もってお申し込みください。 

キッズ英会話のみ開催月の１日からの受付とします。 

＊「おもちゃ病院」と「年金相談」はいつでも受付します。 

 

＝赤馬館 
休館日 

－３－ 

6 月 15 日（水）法律相談  (15:00～18:00) 

6 月 18 日（土）介護福祉相談 (10:00～12:00) 

6 月 23 日（木）楽しい英会話 

 (キッズ 18:00～、大人 19:00～) 

6 月 26 日（日）ぬりえの時間 (10:00～12:00) 

日 時：6 月 10 日（金）10:00～12:00 

場 所：多目的ホール  

内 容：ソフトヨガ 初めての方でも大丈夫。やさしいヨガです  

    わかめ体操、玄米ニギニギ体操 

講 師：日並八千代先生  

☆持ってくるもの☆ 

上履き、飲み物、タオル 

玄米ニギニギ棒（持っている方） 

マットの上に敷くバスタオル 

日 時：6 月 11 日（土）10:00～11:30 

場 所：多目的ホール 

講 師：松尾 和枝さん（福岡女学院看護大学教授） 

参加費：無料 

申込み不要。  

日 曜 行      事 

6/1 水  

2 木  

3 金  

4 土  

5 日 

ニュースポーツ大会 

（公民館活動部会・健康福祉部会） 

公民館活動部会 

6 月 休館日 

7 火 地域環境部会 

8 水 青少年育成部会 

9 木 
環境講座（地域環境部会） 

区長会 

10 金 
健康教室（ヘルス推進員） 

広報委員会 

11 土 講演会（健康福祉部会） 

12 日 視察研修（地域環境部会） 

13 月 休館日 

14 火 健康福祉部会 

15 水 喫茶「寄れ寄れ」 

16 木 
あかまなかよしサロン（青少年育成部会） 

男女共同参画部会 

17 金 健康測定会（健康福祉部会） 

18 土 
子どもリーダー宿泊研修説明会 

（青少年育成部会） 

19 日  

20 月 休館日 

21 火  

22 水  

23 木 環境講座（地域環境部会） 

24 金 玄米ニギニギ体操教室（健康福祉部会） 

25 土 子どもリーダー宿泊研修（青少年育成部会） 

26 日 子どもリーダー宿泊研修（青少年育成部会） 

27 月 休館日 

28 火  

29 水  

30 木 
講演会（地域環境部会） 

視察研修（健康福祉部会） 

 

 
時間：11:00～16:00 

場所：サロン 

最近のオレオレ詐欺などの事例や高齢者を狙った悪質商法

の手口・対処法を分かりやすく説明していただきます 

日 時：6 月 30 日（木）10:00～12:00 

場 所：多目的ホール  

講 師：宗像警察署・宗像市消費生活センター 

参加費：無料 

申込み不要。直接会場にお越しください。 
 

主催：地域環境部会（問合せ TEL：39-7051） 

共催：赤間地区シニアクラブ連合会 

日 時：7 月 31 日（日）7:00～8:30 

場 所：赤間コミセン駐車場 

 

 

日程は６/１

号の回覧で
ご確認くだ
さい 

毎年各地区で行っている健康測定会を通して、ど

のような変化があったか、またこれからの測定会がより楽

しくなるお話を聞いてみませんか 

※託児有（無料・申込み要 6/3(金)まで） 
 生後 5カ月～未就学児 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－４－ 

【問合せ】 街道の駅 赤馬館 TEL：３５－４１２８ 

健康福祉 

  部会 

コミュニティ 

事業 

５月７日(土) 

健
康
福
祉
部
会
主
催
の
「
春

の
歩
こ
う
会
」
を
開
催
し
た

と
こ
ろ
、
46
人
も
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

朝
方
は
、
城
山
に
雲
が
か

か
り
小
雨
も
ぱ
ら
つ
く
天

気
で
大
変
心
配
し
ま
し
た

が
、
少
し
ず
つ
天
気
も
回
復

し
定
刻
（
10
時
）
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
を
出

発
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
ず
は
赤
馬
館
に
立
ち

寄
り
、
次
の
目
的
地
浄
蓮
寺

へ
と
向
か
う
途
中
、
の
ん
び

り
と
あ
ぜ
道
を
歩
い
て
い

る
と
、
ア
ザ
ミ
の
花
や
タ
ン

ポ
ポ
が
か
わ
い
く
咲
い
て

い
て
心
が
和
み
、
ま
た
、
麦

の
穂
が
黄
金
色
に
輝
き
５

月
の
風
に
揺
れ
と
て
も
き

れ
い
で
し
た
。 

 

11
時
頃
、
浄
蓮
寺
に
着
き

ご
住
職
さ
ん
の
法
話
を
聴

き
心
洗
わ
れ
る
思
い
で
し

た
。 

 

最
後
の
目
的
地
、
明
天
寺

公
園
で
は
、
幼
稚
園
の
遠
足

と
一
緒
に
な
り
、
に
ぎ
や
か

な
声
を
聞
き
な
が
ら
、
み
ん

な
で
食
べ
た
お
に
ぎ
り
は

大
変
お
い
し
か
っ
た
で
す
。 

 
春
の
日
を
満
喫
し
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。 

（
健
康
福
祉
部
会 

伊
達
） 

５月８日(日) 

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

「
手
づ
く
り
Ｏ
ｎ
ｅ 

ｄ

ａ
ｙ 

ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｔ
」。 

 

さ
ま
ざ
ま
な
手
作
り
品

が
販
売
さ
れ
る
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
で
、
第
３
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。 

今
回
は
、
32
店
舗
が
出

店
さ
れ
、
布
小
物
を
は
じ

め
木
工
製
品
や
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
パ
ン
、
お
菓
子
な

ど
た
く
さ
ん
の
手
作
り
品

が
並
び
ま
し
た
。 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

最
終
日
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
か
来
場
者
は
少
な
め

で
し
た
が
、
小
さ
い
お
子
さ

ん
連
れ
の
方
も
ゆ
っ
く
り

買
い
物
で
き
た
よ
う
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方

が
交
流
で
き
る
楽
し
い
場

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 
 

 
 

 

（
事
務
局
） 

 

赤
間
の
祇
園
祭

は
「
疫
病
退
散
・
家

内
安
全
」
を
祈
願
す

る
４
０
０
年
続
く
伝
統
あ

る
祭
事
で
す
。 

今
年
は
、
７
月

16

日

（
土
）、
17
日
（
日
）
の
両

日
に
執
り
行
わ
れ
ま
す
。 

16
日
（
土
）
19
時
か
ら

須
賀
神
社
本
殿
で
の
祭
典
、

神
輿
へ
ご
神
体
を
移
す
神

事
の
後
、
19
時
30
分
に
小

道
具
、
楽
、
御
神
輿
、
お
供

提
灯
の
順
に
お
下
り
の
御

神
幸
行
列
が
出
発
し
、
赤
間

区
東
側
町
裏
を
練
り
歩
き
、

辻
田
橋
横
の
お
仮
屋
で
お

泊
り
と
な
り
ま
す
。 

翌
17
日
（
日
）、
お
上
が

り
の
御
神
幸
行
列
は
、
祭
典

後
19
時
30
分
に
出
発
し
、

赤
間
宿
街
道
の
町
並
み
を

『
暴
れ
神
輿
』
が
勇
壮
に
各

戸
に
「
つ
っ
こ
み
」
、
ま
た

各
町
内
ご
と
に
「
う
ち
こ

み
」
な
が
ら
、
深
夜
、
須
賀

神
社
に
戻
り
ま
す
。 

地
域
の
皆
様
、
伝
統
あ
る

赤
間
祇
園
祭
に
参
加
し
て
、

御
神
輿
を
担
い
で
歴
史
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 ５月２日、開館から１年５カ月で来館者数 10 万人を達成するこ

とができました。 

 ラッキーな 10 万人目となったのは、大阪からツツジや藤の花

見ツアーで来館された佐藤房子様。認定証をお渡しし、沖ノ島朱

の「赤馬」をはじめ、宗像の物産詰め合わせを贈呈しました。 

 これからも、皆様に喜んでいただける観光拠点施設として、お

役に立ちたいと思います。応援よろしくお願いいたします。 

※５月１日号の記事に誤りがありました。 

「田中時彦ノスタルジック展」の開催期間は６月１日～７月中旬です。 

 訂正してお詫びいたします。 

 

赤
間
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
事
務
局
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
３
９
❘

７
０
５
１
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。（
先
着

20
人
） 

 

※
法
被
な
ど
は
、
赤
間
区

で
準
備
し
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

（
赤
間
区
区
長 

金
橋
） 


